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●研究テーマ 

 シネマトグラフが誕生した 19 世紀末パリの社会的背景を探る 

─パリのシネマテーク・フランセーズとリヨンのリュミエール博物館を中心に─ 

 

●目的地 

 フランス パリ、リヨン 

 

●研究目的 

映画は芸術としての歴史は最も浅いが、21 世紀を生きる私たちにとってどのジ

ャンルよりも親しみやすく、そして現実に一番身近にある芸術ではある。しか

し、映画が“芸術”として位置づけられるに至った経緯がはっきりしない。そ

こで映画発祥の地（パリとリュミエール兄弟の出身地リヨン）に赴き、映画関

係資料の最も豊富なパリのシネマテーク・フランセーズとリヨンのリュミエー

ル博物館において映画誕生時の資料を調べ集めることで、芸術としての映画が

生まれた社会的背景や、なぜ映画が国の文化として根付き人々を魅了している

のかを具体的に考察していきたいと考えた。また、シネマテークやリュミエー

ル博物館の他にも、日本ではレプリカや複製写真でしか見ることのできないよ

うな芸術作品のオリジナル(主に絵画や彫刻)をルーブル美術館やオルセー美術

館で鑑賞し、ベンヤミンのいう＜いま―ここ＞の感覚（アウラ）についてもじ

っくり考えたい。また、一年次の基礎演習の発表で取り扱った映画『アメリ』

(2001)の舞台モンマルトルを訪れて、映画の撮影現場を実際に歩くことで、画

面を通して見る風景と実際の風景を自分の目で見て、映画が芸術として成立す

るためのモンタージュ（montage）に対する理解を深めたい。 

 

 

 

 

 

 



 

●日程 

出発日     2012 年  8 月  27 日 

帰着日     2012 年  9 月  6 日 

旅行日数 

           11 日間 

 滞在地           行動・調査内容 

8 月 27 日 

 

福岡 

パリ 

福岡空港 10:30 発（仁川国際空港経由） 

シャルル・ド・ゴール空港 18:20 着 

8 月 28 日 パリ オルセー美術館で 19 世紀の絵画の調査 

 

8 月 29 日 パリ ルーブル美術館で 19 世紀以前の絵画の調査 

 

8 月 30 日 パリ ポンピドゥー･センターで 20世紀芸術についての調査 

 

8 月 31 日 パリ シネマテーク･フランセーズで映画資料の調査 

 

9 月 1日 パリ 

リヨン 

06：57 発 TGV でリヨンへ 

リュミエール博物館で映画資料の調査 

9 月 2日 パリ 『アメリ』の街モンマルトルで撮影現場の調査 

 

9 月 3日 パリ シネマテーク･フランセーズで映画資料の調査 

 

9 月 4日 パリ 『アメリ』の街モンマルトルで撮影現場の調査 

 

9 月 5日 

 

パリ 

 

シャルル・ド・ゴール空港 21:00 発(仁川国際空港経由) 

 

9 月 6日 福岡 福岡空港 19:50 着 

 

 

 

 

 

 

 



オルセー美術館 

芸術作品のオリジナルが持つアウ

ラを体感するには十分の場所であ

った。特に最上階の印象派絵画が

多数並ぶ様子は日本では決して見

ることができないであろう。 

ルノワールの『ムーラン・ド・ラ・

ギャレット』は想像よりもはるか

に大きく、筆の跡なども見ること

ができ、図版やインターネットで

は見たことがあったが、オリジナ

ルは全くの別物であった。 

 

ルーブル美術館 

前日のオルセー美術館で、オリジナルがもつ

アウラは十分体感したつもりでいたが、ルー

ブルではオルセー以上にそれを感じること

ができた。まず、オルセーとは違う迫力のあ

る展示の仕方は、絵画の中に自分自身が入り

込んだようであった。そしてそのひとつひと

つが全てオリジナルであるというのは、ここ

以外では決して体験することができない。特

にルーブル以外でも感じたのは、キリスト教

絵画が並ぶギャラリーの神聖な空気感である。 

しかし、驚いたことにダヴィンチの名画『モナリ

ザ』においてはあまりアウラを感じることができ

なかった。『サモトラケのニケ』や、『ナポレオン

１世の戴冠』にも共通しているのは、教科書や図

版などの紙に印刷されたものしか見たことがなか

ったということである。一方『モナリザ』は、も

ちろんコピーではあるものの、ほとんど実物大を

小学校や中学校の美術室で見たことがある。

ベンヤミンの言っていたアウラの消失が、誰

もが知っている名画において起きていた。 



ポンピドゥーセンター 

オルセー美術館やルーブル美術館と比べると、 

圧倒的に絵画作品の展示数が少なく、人の数も

多くなかった。19 世紀以前の芸術作品と映画と

同じ時代を歩んできた 20 世紀以降の芸術作品

の比較を目的に訪れたが、その違いは歴然であ

った。まず展示されている芸術作品のジャンル

の幅が全く違う。肝心のアウラに関してだが、

自分自身の勉強不足もあるが、一部の絵画作品

を除いては感じることができなかった。インテ

リアはもちろんだが、２枚の写真のような作品

は全く同じものの複製が簡単にできそうである。このような作品がアウラを持っているか

どうかというと疑問であり、映画と同様に複製技術による芸術作品におきているアウラの

消失を感じた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



リュミエール美術館 

リノベーションのため１階と地下のみの見学になってしまったが、シネマトグラフの発明

者としてだけでなく、写真家としてのリュミエールについても知ることができた。印象派

がもたらした視線の変化のように、目に見えないもの(光や風)、近づけないもの(雲や雪で

覆われた峰)、触れないもの(煙や蒸気)をモチーフにした写真が多く展示されていた。かつ

て地下倉として使われていた地下の映写室では、リュミエールの映画が解説付きで上映さ

れていた。ちょうど上映されていた『水をかけられた撒水夫』(写真右、ポストカードより)

は、小説のように言葉で説明しても面白くないし、絵画ではある瞬間しか伝わらない。動

画であるからこそその面白さが観客に伝わるのだということが、その他の映画を通しても

感じることができた。そのためか、芸術というよりも娯楽性に重きが置かれているものが

多かった。 

またリュミエールの映画は記録的であったが、イスラム教徒の礼拝の様子も、日本の舞妓

さんも単なる記録映像ではなく、それらはすべて自分の知らない国のことを体験するアト

ラクションに近いものであった。 

このリュミエール美術館はリュミエール社工場跡にあり、『工場の

出口』で従業員が出入りしていた場所が現存する。実際にそこを

通ることで、映画の原点に立ち返ることができた気がした。 



シネマテーク･フランセーズ 

ここでは、特にリュミエール兄弟のシネマトグラフ以前の

ことについて学ぶことができた。また映画が発明される前

の視覚おもちゃを実際に自分の手で動かし、楽しむことで

初期の映画に近づくことができた。このシネマテーク・フ

ランセーズの展示資料のほとんどは一人のイギリス人映

画コレクショナー、ウィルデイによって収集されたもので

あり、彼の収集にかけた情熱は凄まじく、映画に関係する

ものなら何でも集めたそうだ。特に衣装の収集の際に彼が

言ったとされる、「～の衣装を手に入れることができたな

ら、私は死ぬでしょう。」という言葉が印象的であった。 

 

このように映画は映像そのもののみならず、ポスターや衣

装などの映画に関連するもの全てが現在と同様に人々を

魅了していた存在であったことがわかった。 

 

入場してすぐの場所にあった大きな円形の

装置はゾエトロープで、19 世紀前半に登場

した回転除き絵であるが、これは映画のフ

ィルムと同じ原理になっている。ギリシア

語で“生命”という意味の“zoe”と“回転

する”という意味の“trope”が合わさった

造語で、“人生の車輪”という意味の装置で

ある。映画がフィクション、ノンフィクシ

ョンに関わらず、人々の人生を描いている

という点でも、簡単な仕掛けの装置ではあ

るが大変興味深いものであった。(写真はリ

ュミエール美術館に展示されていたもの) 

 

ゾエトロープのように映画の前身になったものの中で、メガレトスコピオというものがあ

った。これはフランスではなく、1862 年にイタリアのヴェニスでカルロ･ポンティによって

発明されたものである。これは他の機械に比べて見た目が美しいものであり、箱そのもの

が芸術であった。18、19 世紀には当時の人々にとって大いなる気晴らしの箱であり、≪光

の箱≫とも呼ばれた。 

 



19 世紀、視覚おもちゃの登場によってアニメ技術は人々に普及した。次に写真が発達し、

人々の表象に対する視線を激変させた。この一枚一枚の映像の合成による運動と、現実を

切り取るという要素が映画を生んだのであった。 

ジョルジュ・メリエスの映画はそれまで記録的映画だったところに、夢とおとぎ話と虚構

の世界への扉を開いた。『月世界旅行』(1902)のような未来予想図的な映画は当時の人々を

魅了した。1914 年には連続活劇の『Qui ?Quoi ?Quand ?Où?』が公開された。アクションや

新展開、神秘といったものは当時の観客が見たかったものであった。 

視覚おもちゃを体験したり、初期の映像資料を見たりすることで、誰も意図的に映画を芸

術にしようとしたわけではないことに気づく。視覚玩具が映画の原点だとすると、映画の

持つ娯楽性は視覚玩具の持つ娯楽性と共通で、リュミエールもメリエスも人々を楽しませ

るために、音楽を加えたりストーリー性をもたせたりすることで、総合芸術として位置づ

けられるようになったのではないかと考えられる。娯楽の追及が映画を芸術に仕立て上げ

たのではないか。そしてそれが映画誕生から現在まで人々にとって身近で愛される芸術で

あり続ける理由なのではないだろうか。 

 

モンマルトル 

ここでは、サクレ・クール寺院とアメリの職場の「カフェ・ドゥ・ムーラン」、コリニョン

食料品店を訪れた。 

 

□サクレ・クール寺院 

映画ではこの寺院がスクリーンの端に映りこむこ

とが多いが、実際は寺院が丘の上にあるため建物

が邪魔になり、街のどこからでも見えるというわ

けではなかった。しかし丘の上に上ってしまうと

パリの街を一望することができ、アメリが見てい

た風景と同じものをみることができた。 

 

 

また丘の下にあるメリーゴーランドは、『アメリ』

独特の色使いのためか古いものだと思い込んでい

たが、実際はパリで見た他のどのメリーゴーランド

よりも新しいようであった。 

 

 



□カフェ・ドゥ・ムーラン 

劇中ではカウンターの端に煙草売り場があったが、その場所は

客席になっていた。全体的な雰囲気は同じだが、テーブルの形

や配置は違っていた。店の奥にはアメリの大きなポスターが飾

られ、客席はカメラを持ったアメリファンで溢れていた。メニ

ューにもアメリにちなんだものがあり、「クリーム･ブリュレの

お焦げをつぶすこと」を体験することができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□コリニョン食料品店 

ここは劇中、唯一アメリの悪意ある

いたずらの対象にされたコリニョン

さんの店である。コリニョンが働い

ているわけではないが、ここも実際

に営業している。店先には野菜や果

物と一緒に『アメリ』のポストカー

ドやポスターも並んでいた。しかし、

私が滞在している間は、地元の人ら

しき人が買い物をしている様子は見

られず、『アメリ』関連の記事が貼っ

てある店の外壁を撮影する観光客が

いるだけであった。 

 

モンマルトルの街を歩いてみて気づいたことは、『アメリ』独特の色使いは見る人を魅了す

る一方で、偏ったイメージを植え付けているということである。お洒落だがどこか哀愁を

帯びたような街並みを想像していたが、実際にはスーベニアショップが密集した観光地で、

ごみや落書きも多かった。あの映像加工があるからこそ『アメリ』は人気を博しているの

だろう。 



シネマテーク・フランセーズ、リュミエール美術館では、シネマトグラフ誕生について詳

しく調査するつもりでいたが、実際に訪れてみると、どちらもシネマトグラフ誕生以前の

展示が多いことに大変驚いた。また、ここで展示されていた視覚玩具はこの２つの施設の

みならず、一緒に旅行した岩尾さんと宮崎さんとファッションの研究のために訪れた装飾

芸術美術館にも展示されており、芸術として重要な位置にあることを実感した。 

リュミエール美術館では、多くのフランス語資料やルイ・リュミエールの書籍を手に入れ

ることができたので、これから翻訳していくことでさらに理解を深めていきたい。 

ホテルの予約がうまく出来ておらず、最初の 3 日間は予定通りに研究を行うことができな

かったが、多くの人に助けられて無事研究旅行を終えることができた。このような機会を

頂いて、視野を広げることができたのは貴重な経験であった。 


